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大
ア
ジ
ア
主
義
は
『
大
辞
林
』（
一
九
八
八
、三
省
堂
）
に
よ
れ
ば
次
の

よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
近
代
日
本
に
現
れ
た
、
欧
米
列
強
の
侵

略
に
対
し
て
ア
ジ
ア
の
一
体
性
や
団
結
を
説
く
主
張
・
理
念
。
植
木
枝

盛
や
大
井
憲
太
郎
、
岡
倉
天
心
、
宮
崎
滔
天
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
。

自
由
民
権
運
動
の
衰
退
、
国
権
論
の
擡
頭
の
な
か
で
、
次
第
に
日
本
を

盟
主
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
団
結
と
い
う
主
張
へ
と
変
化
し
、
そ
の
後

の
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
合
理
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
」。
先
ず
大
ア

ジ
ア
主
義
に
つ
い
て
基
本
的
意
味
を
理
解
し
て
本
書
を
読
ん
で
い
く
こ

と
が
良
い
と
思
う
。
著
者
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
、「
孫
文
は
大
ア

ジ
ア
主
義
者
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
日
本
流
の
大
ア
ジ
ア
主
義
者
で
は

な
か
っ
た
」
と
の
一
言
で
総
括
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
意
見
を
持
つ
研

究
者
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
中
国
の
歴
史
学
会
に
徐
々
に
増
え
、現
在
、

新
し
い
「
定
説
」
に
な
っ
て
い
る
。
前
著
『
大
ア
ジ
ア
主
義
と
中
国
』

受
け
身
と
し
て
の
大
亜
洲
主
義

片
倉　

芳
和
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で
は
日
本
の
大
陸
浪
人
に
つ
い
て
研
究
し
た
が
、
本
書
は
大
ア
ジ
ア
主

義
に
対
す
る
中
国
の
対
応
に
更
に
踏
み
込
ん
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
第
一
節
～
三
節
で
は
日
本
で
は
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年

七
月
二
九
日
（
清
で
は
同
冶
一
〇
年
）
に
調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規

に
お
け
る
外
交
交
渉
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
日
清
修
好
条
規
の
成

立
に
関
す
る
外
交
交
渉
は
両
国
の
世
界
観
の
対
立
が
描
か
れ
て
い
る
。

清
朝
の
有
力
指
導
者
た
ち
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
日
本
に
つ
い
て
の
意

見
が
十
分
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
し
か
も
日
本
人

読
者
に
良
く
理
解
出
来
る
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
書
き
下
し
文
が
あ
り
分

か
り
や
す
い
。
李
鴻
章
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
、「
…
戦
略

的
な
意
味
で
日
本
と
の
提
携
、
す
な
わ
ち
、「
聯
日
」
政
策
の
実
施
を

提
言
し
た
」、
さ
ら
に
「
…
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
か
ら
の
「
危
害
」

が
西
洋
以
上
の
危
害
を
中
国
に
も
た
ら
す
場
合
、「
拒
日
」
も
彼
の
視

趙
軍
著

中
国
に
お
け
る
大
ア
ジ
ア
主
義

　
「
聯
日
」と「
抗
日
」の
あ
い
だ
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野
内
に
入
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
」。

　

第
二
章
で
は
上
海
で
発
行
さ
れ
た
『
申
報
』
に
よ
り
一
八
七
〇
年
代

か
ら
九
五
年
ま
で
の
中
国
で
の
日
本
観
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
中

国
に
は
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
海
外
事
情
の
把
握
、
海
外
理
解
の
重
要

性
に
つ
い
て
一
部
の
官
僚
や
知
識
人
に
認
知
さ
れ
て
き
た
が
、
実
施

に
は
三
つ
の
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。（
一
）
情
報

源
の
限
定
、（
二
）
観
察
者
個
人
の
見
識
と
分
析
能
力
に
お
け
る
差
、

（
三
）
伝
統
文
化
・
思
惟
（
た
と
え
ば
「
天
朝
上
国
」
思
想
な
ど
）
と
周

り
の
社
会
環
境
に
よ
る
制
限
。『
申
報
』
の
論
客
ら
の
最
も
重
要
な
宣

伝
対
象
は
“
一
般
の
国
民
”
と
“
世
論
”
で
あ
る
。「
一
八
七
〇
年
代
か

ら
一
八
九
〇
年
ま
で
『
申
報
』
に
お
け
る
日
本
認
識
の
変
遷
史
を
概
観

し
、
こ
の
三
つ
の
難
問
は
い
か
に
近
代
中
国
の
日
本
認
識
と
ア
ジ
ア
認

識
の
趨
勢
と
限
界
を
規
定
し
て
い
た
か
を
痛
感
で
き
る
。」「
執
筆
者

（『
申
報
』）
の
こ
こ
で
の
議
論
に
は
、
日
中
両
国
の
実
情
に
対
す
る
把

握
は
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
る
も
の
の
、
戦
前
と
戦
争

中
の
言
論
と
を
比
べ
る
と
、
理
性
と
冷
静
さ
が
次
第
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
は
分
か
る
。
特
に
そ
の
中
に
言
及
し
た
中
国
側
の
敗
因
の
一
つ
と
し

て
「
中
国
は
用
兵
の
機
宜
に
暗
く
、
ま
た
軍
の
心
が
堅
固
で
は
な
く
、

敵
情
を
知
り
尽
く
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
日
本
に
対
抗
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
日
本
よ
り
小
さ
な
国
に
で
も
敗
北
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
う

指
摘
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
認
識
・
日
本
認
識
の
不
足
に
対
す
る
反
省

と
も
言
え
よ
う
。
一
度
頓
挫
し
た
「
日
中
提
携
論
」
は
今
度
、
双
方
の

反
省
に
歩
み
合
お
う
と
す
る
努
力
の
前
提
の
も
と
で
「
僥
倖
の
勝
利
で

お
ご
り
高
ぶ
っ
た
り
、
敗
北
を
恨
み
に
思
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
猜

疑
と
前
嫌
を
す
べ
て
水
に
流
し
、
友
好
を
厚
く
し
自
強
を
図
っ
て
ア
ジ

ア
の
大
局
を
維
持
」
す
る
と
し
て
再
び
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
、
中

国
側
の
「
中
日
提
携
論
」
と
日
本
へ
の
認
識
も
少
し
ず
つ
成
熟
し
て
い

る
と
確
認
で
き
る
」。

　

第
三
章
で
取
り
扱
う
「
中
国
留
日
同
学
会
」
に
つ
い
て
の
表
は
九
頁

の
長
さ
に
及
び
一
九
人
の
人
物
の
①
出
身
地
お
よ
び
留
学
歴
、
②
日
中

戦
争
ま
で
の
経
歴
、
③
日
中
戦
争
中
の
経
歴
、
④
特
記
事
項
、
で
纏
め

ら
れ
た
「
経
歴
一
覧
」
は
評
価
で
き
る
。「
中
国
留
日
同
学
会
」
に
つ

い
て
の
研
究
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
著
者
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。「
留
日
同
学
会
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
こ

の
よ
う
な
政
策
指
導
下
で
設
立
さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
組
織
で
あ

り
、
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
、
日
本
占
領
当
局
お

よ
び
汪
兆
銘
傀
儡
政
権
の
政
策
要
請
で
動
い
て
い
た
組
織
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
彼
ら
の
宣
伝
活
動
と
「
事
業
」
活
動
は
、
ど
れ
も
「
擬
似
的

共
同
利
益
」
の
も
と
で
の
議
論
と
行
動
で
あ
り
、
結
局
、
「
大
亜
洲
主

義
」
が
持
つ
「
落
と
し
穴
」
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」。

　

第
四
章
は
「
近
年
、
高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
植
民
地
支
配
史
の
当
事
者

た
ち
を
対
象
と
し
て
、
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
・
台
湾
史
研
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究
所
な
ど
の
諸
研
究
機
関
は
、
存
命
中
の
「
満
洲
国
」
に
行
っ
た
台
湾

出
身
者
や
中
国
大
陸
に
行
っ
た
台
湾
出
身
者
、
台
湾
の
女
性
た
ち
及
び

台
湾
出
身
の
元
日
本
兵
た
ち
に
対
し
て
口
述
調
査
を
行
い
、
関
連
す
る

口
述
調
査
報
告
書
を
多
数
刊
行
し
た
。
半
世
紀
以
上
の
年
月
を
経
た
数

十
年
後
の
回
想
録
と
は
言
え
、
様
々
な
実
例
と
生
き
生
き
し
た
実
体
験

が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
た
第
一
次
資
料
と
し
て
、
独
自
性
の
あ
る
貴
重

な
価
値
を
持
っ
て
い
る
。」
と
い
う
。
著
者
は
本
章
の
研
究
を
次
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
。「
植
民
地
支
配
の
歴
史
は
、
日
本
の
敗
戦
か
ら

七
〇
数
年
が
経
っ
た
現
在
、
宗
主
国
の
日
本
及
び
植
民
地
に
さ
れ
た
諸

国
・
諸
地
域
の
国
民
に
と
っ
て
す
で
に
次
第
に
色
褪
せ
て
ゆ
く
遠
い
歴

史
の
記
憶
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
植
民
地
時
代
の
実
体
験
は
世

代
の
交
代
に
つ
れ
て
弱
ま
っ
て
い
き
な
が
ら
、
文
化
的
・
思
想
的
な
遺

産
と
し
て
よ
り
強
い
生
命
力
を
持
っ
て
社
会
全
体
に
染
み
込
ん
で
い
く

傾
向
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
ト
社
会
と
マ
ス
コ
ミ
の
著
し
い

発
展
に
伴
っ
て
、
歴
史
の
記
憶
は
繰
り
返
し
「
再
発
見
」「
再
発
掘
」
さ

れ
、
変
型
し
な
が
ら
未
来
世
代
に
様
々
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
植
民

地
時
代
に
日
本
式
の
教
育
を
受
け
て
成
長
し
た
台
湾
出
身
者
・
中
国
人

留
学
生
は
そ
の
後
の
日
中
関
係
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
彼

ら
の
実
体
験
に
対
す
る
検
討
を
通
し
て
、
植
民
地
に
お
け
る
学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
実
態
、
近
現
代
中
国
社
会
に
お
け
る
日
本
認
識
及
び
対
日

世
論
の
形
成
過
程
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
も
ま
た
深
い
認
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
ら
の
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
、「
大
ア

ジ
ア
主
義
」
と
り
わ
け
当
事
者
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
大

東
亜
共
栄
圏
」
時
代
に
お
い
て
、「
支
配
者
」
と
「
支
配
さ
れ
た
者
」
を

問
わ
ず
、
人
々
の
理
想
と
現
実
は
い
か
に
乖
離
し
て
い
た
か
を
確
認
で

き
た
と
思
う
」。

　

第
五
章
は
中
西
功
の
生
き
方
を
通
し
て
時
代
を
研
究
し
て
い
る
。
著

者
は
「
中
西
功
現
象
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。「
中
西
功
現
象
」

と
い
う
言
葉
は
初
め
て
聞
く
言
葉
な
の
で
お
そ
ら
く
著
者
の
造
語
だ
と

思
う
。
著
者
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
、「
一
人
の
外
国
人
、
と

り
わ
け
当
時
ち
ょ
う
ど
中
国
侵
略
戦
争
を
展
開
し
て
い
た
「
大
帝
国
日

本
」
の
国
民
と
し
て
、
祖
国
が
引
き
起
こ
し
た
戦
争
に
反
対
し
て
侵
略

し
て
い
る
中
国
の
民
衆
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
勇
気
と
良
識
を

要
す
る
行
為
で
あ
る
。
日
中
戦
争
中
、
中
国
国
内
で
展
開
さ
れ
た
反
戦

運
動
も
様
々
な
形
で
行
わ
れ
た
が
、
研
究
者
と
い
う
特
別
な
身
分
を
利

用
し
て
情
報
と
宣
伝
の
面
で
中
国
民
衆
の
抗
日
戦
争
を
支
援
し
て
い
た

中
西
功
及
び
そ
の
戦
友
た
ち
の
活
動
は
、や
は
り
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

分
析
の
便
宜
上
、
あ
え
て
こ
れ
を
「
中
西
功
現
象
」
と
名
付
け
て
、
中

西
功
及
び
そ
の
戦
友
た
ち
の
思
想
的
背
景
と
心
理
的
要
因
・
社
会
的
環

境
を
探
っ
て
み
た
い
」。「
中
西
功
現
象
」
の
誕
生
を
次
の
三
つ
と
し
て

い
る
、「
ま
ず
、「
中
西
功
現
象
」
は
、
日
本
の
社
会
主
義
者
・
共
産
主

義
者
の
一
部
が
、
日
本
国
内
で
の
活
動
の
基
盤
と
生
存
で
き
る
環
境
を
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失
っ
て
か
ら
、
海
外
へ
活
動
の
新
天
地
を
求
め
よ
う
と
し
た
傾
向
の
結

果
誕
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」。「
次
に
は
、
中
西
功
ら
の
政
治
理

念
・
信
仰
が
中
国
共
産
党
の
国
内
外
の
政
策
と
共
鳴
で
き
た
こ
と
も
、

「
中
西
功
現
象
」
の
誕
生
の
も
う
一
つ
の
要
因
で
あ
る
」。「
さ
ら
に
、

中
西
功
の
個
人
と
し
て
の
人
間
性
、
国
境
・
民
族
間
の
溝
を
度
外
視
し

た
国
際
主
義
的
な
理
念
は
、「
中
西
功
現
象
」
を
誕
生
さ
せ
た
個
人
的

な
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
中
西

功
現
象
」
の
誕
生
に
関
わ
る
三
つ
目
の
要
因
で
あ
る
」。

　

終
章
は
「
一　
「
夢
」
に
止
ま
っ
た
ワ
ケ
―
―
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」

に
潜
ん
だ
「
落
と
し
穴
」
―
―
、
二　

受
け
身
と
し
て
大
ア
ジ
ア
主
義

の
諸
形
態
、
か
ら
成
り
立
つ
。
そ
し
て
「
受
け
身
と
し
て
の
大
亜
洲
主

義
関
係
図
」
が
あ
り
本
文
の
内
容
を
図
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
整
理
し

て
説
明
し
て
い
る
。（
参
考
の
た
め
文
末
に
掲
載
す
る
）。「
実
際
、
雑
然

と
し
て
い
て
、
ま
と
ま
り
の
な
い
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
は
社
会
を
動
か

す
政
治
理
論
と
し
て
の
構
造
的
欠
点
が
あ
ま
り
に
も
多
く
存
在
し
て
お

り
、
至
る
所
、
認
識
の
誤
差
や
誤
解
を
誘
発
し
て
い
る
。
如
実
的
な
言

葉
で
表
す
と
、「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
に
は
多
く
の
「
落
と
し
穴
」
が
潜

ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
」。「
ま
ず
、
一
番
目
の
「
落
と
し
穴
」
は
、「
民

族
主
義
」「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」に
対
す
る
認
識
の
誤
差
・
誤
解
で
あ
る
」。

「
二
番
目
の
「
落
と
し
穴
」
は
「
ア
ジ
ア
共
同
体
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手

法
に
対
す
る
認
識
の
誤
差
・
誤
解
で
あ
る
。」「
三
番
目
の
「
落
と
し
穴
」

は
、
共
同
利
益
へ
の
認
知
・
誤
解
で
あ
る
。」
本
書
で
取
り
扱
っ
た
「
満

洲
国
」
に
赴
い
た
台
湾
の
若
者
た
ち
、「
中
国
留
日
同
学
会
」
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。「
…
お
お
ざ
っ
ぱ
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、

救
い
が
た
い
、
幼
い
政
治
的
感
覚
の
持
ち
主
か
、
下
心
を
持
っ
て
い
る

政
治
的
投
機
者
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
植
民
地
教
育
を
受
け
て
宗
主

国
の
政
治
的
宣
伝
を
信
じ
、「
満
洲
国
」
に
赴
い
た
台
湾
の
若
者
た
ち

に
は
就
職
・
賃
金
な
ど
個
人
的
な
打
算
も
確
か
に
重
要
な
動
機
だ
っ
た

が
、「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
に
対
す
る
彼
ら
の
理
解
は
、
ま
だ
表
面
的
な

浅
い
認
識
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
「
幼
い
政
治
的
感
覚
の
持
ち
主
」
の

部
類
に
分
類
で
き
る
。」「
一
方
、「
中
国
留
日
同
学
会
」
の
多
く
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
の
場
合
、
ハ
イ
・
レ
ベ
ル
の
教
育
を
通
じ
て
身
に
着
け
た

教
養
・
知
識
、
豊
富
な
社
会
体
験
か
ら
得
た
政
治
感
覚
、「
淪
陷
区
」（
日

本
軍
占
領
地
域
）
の
現
実
を
通
し
て
知
り
尽
く
し
た
「
亡
国
の
民
」
が

置
か
れ
た
立
場
の
辛
さ
等
々
、ど
れ
も
彼
ら
を「
東
亜
新
秩
序
論
」や「
大

東
亜
共
栄
圏
」
の
「
建
前
」
と
「
本
音
」
を
見
分
け
る
能
力
を
持
た
せ

る
に
十
分
な
知
的
材
料
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ろ
う
事
か
、
彼
ら
は

そ
れ
を
承
知
し
た
上
で
「
中
国
留
日
同
学
会
」
の
趣
旨
に
賛
成
し
、
諸

事
業
の
展
開
に
「
協
力
」
し
た
の
で
あ
る
。「
政
治
的
投
機
者
」
と
分
類

す
べ
き
人
々
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
敗
戦
後
、彼
ら
の
多
く
は
中
国
で
「
漢

奸
」
と
し
て
人
格
か
ら
否
定
さ
れ
、
今
日
ま
で
近
現
代
日
中
関
係
史
上

の
日
中
双
方
に
と
っ
て
も
触
れ
た
く
な
い
「
恥
部
」
と
し
て
存
在
し
て
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い
る
」。
詳
細
な
紹
介
は
本
文
を
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
著
者

が
評
価
す
る
三
名
の
人
物
に
関
す
る
説
明
を
引
用
し
た
い
。「
な
ぜ
な

ら
、
孫
文
、
宮
崎
滔
天
、
中
西
功
ら
の
考
え
方
の
な
か
に
、「
天
下
為

公
（
天
下
を
も
っ
て
公
と
為
す
）」
と
い
う
「
全
ア
ジ
ア
・
全
世
界
」
的
な

視
点
・
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
天
下
」
つ
ま
り
、
世
の
中
は
権

力
者
の
私
物
で
は
な
く
、「
公
（
そ
こ
に
暮
ら
す
全
て
の
人
々
）
の
為
の
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
は
、
二
一
世
紀
初
頭
の
い
ま
の
世
の
中
よ
り

も
先
読
み
、
先
取
り
し
た
素
晴
ら
し
い
理
念
で
あ
る
。
い
ま
に
な
っ
て

も
世
の
中
に
横
行
し
て
い
る
民
族
的
対
立
・
民
族
差
別
、
戦
争
や
紛
糾

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
、
障
害
を
乗
り
越
え
る
道
を
提
示
し
た
理
念
な
の
で

あ
る
。「
天
下
為
公
」
は
、「
亜
洲
夢
」
の
完
結
型
と
は
い
え
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
努
力
・
奮
闘
す
べ
き
方
向
を
指
示
し
て
く
れ
た
大
変
重

要
な
意
義
を
持
っ
た
理
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。」
本
書
の
紹
介
ば
か

り
述
べ
て
き
た
が
、
著
者
が
日
・
中
両
国
史
料
に
精
通
し
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
書
の
上
梓
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
い
。

（
か
た
く
ら
・
よ
し
か
ず　

日
本
大
学
史
学
会
）

 その時の「日本」に対する姿勢

  「親日的」    「聯日的」    「反日的」

「完全拒否派」

日本流の「大アジア主義」

を一概に否定

初期的反応に多い

「保留的賛同派」と「保

留的批判派」

共鳴・賛同もあり、保留・

批判もある姿勢

「共鳴・賛同派」

拒絶・否定なく受け入れ

る姿勢

「大アジア 主

義」の性格・類

別に認識なく、

薄い理解と認識

しか持たない者

たち（「満洲」に

赴いた台湾の若

者たちが代表）。

「大アジア主義」

の性格・類別に認

識ありながら、敢

えて支持する姿勢

を取る者たち（「中

国留日同学会」の

メンバーたちが代

表）。

批判・改造

「保留的賛同

派」。『申報』

の議論や孫文

早期の議論が

代表。

「 保 留 的 批 判

派」。孫文の「吾

人之大亜洲主義」

と李大釗の「新亜

細亜主義」論が代

表。

無害化のための「化粧」

「大東亜共栄圏」や「東亜新秩

序」論と完全一致するように解

釈された「大亜洲主義」

「真の大アジア主義」。民族的・国家的障壁を乗り

越える理想・理念。中西功の「東亜社会主義共和国

連邦」「東亜民族主義共和国連邦」などが代表。

�図　受け身としての大亜洲主義関係図


